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RPA/IPA導入におけるポイント 
～業務選定から実装まで～ 

 
 

アイビーシステム株式会社 
 執行役員 永倉 俊幸 
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本日のセッションの内容 
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RPA/IPA導入に際し、 

業務選定からPoC実施そして実装へのプロセスにおける 

注意すべきポイントなどを、IBS社におけるRPA導入プロ

ジェクトの実例を参考にご案内します。 
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アイビーシステム株式会社 

執行役員  永倉 俊幸 

略 歴 

現在の担当業務 

テレマーケテイング会社にて営業部門、オペレーション部門の責任者、 

役員を歴任。その後外資生保にて顧客管理に係る複数の部門統括。 

コールセンターおよび顧客管理事務部門の業務立上および運営、業務改善を積極的に推進。 

コールセンター運営に係る知識・経験を活かし、経営目線での顧客コンタクトポイントの業務改
善において豊富な実績を有する。2016年より現職。 

営業部門統括として、新規クライアントおよび重要既存クライアントの管理・拡販を担当。 

並行して、豊富な経験を活かし、親会社である広告代理店との関係を強化し最新の 

マーケティング施策提案、ITベンダーとの業務提携戦略、新規事業開発を積極的に推進。 
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東京エリア 
〔池袋・新宿〕 

長野エリア 

北海道エリア 

アイビーシステム株式会社 

設   立：1983年9月 

本   社：長野県諏訪市高島1-20-2 

業務内容：テレマーケティング代行業 
      テレマーケティング調査・研究事業 

特   色：2015年7月(株)大広にジョインし、 

        博報堂DYホールディング傘下に。 

         設立当初よりテレビショッピングや通販に係るテレマーケティングにおいて 

                豊富な経験実績を有する。クライアント企業のマーケティング戦略にグルー 

                プのシナジーを活かした貢献をしており、近年は通販業界だけでなく、 

        金融、ライフライン、メーカーなどからも評価いただき、業務領域を拡大中。 

         また、提携企業と協業によるデジタルソリューションの提供も開始している。 
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Next 

Evolution 

Existing 

 
☆強みであるセールスオペレーションのノウハウをあらゆる場面に活用。 
☆サブスクリプション方式で協業パートナーのソリューションを展開。 
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コールセンターにおけるAI導入状況 
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図２ 主な導入/導入予定ソリューション(n=204、複数回答あり) 

出典元:「コールセンタージャパン編集部」 
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4% 
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導入を検討中 

関心があるので情報収集中 

関心はあるが自社には関係ない 

関心はない 

その他 

無回答 

図３ AI関連ソリューションについて（ｎ＝204） 

79%が導入に前向き 

出典元:「コールセンタージャパン編集部」 
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図４ AIソリューションに期待したい機能（n=161、複数回答あり） 

出典元:「コールセンタージャパン編集部」 
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図５ 採用状況について 
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全拠点で十分な応募数を確保できている 拠点によってはかなり厳しい(応募数が確保できない) 

全拠点でかなり厳しい(応募数が確保できない) その他 

無回答 

７割以上が採用状況が「厳しい」と回答 出典元:「コールセンタージャパン編集部」 
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ケーススタディ 
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コールセンターにおける受注業務の後処理作業の効率化検証 

 

現 状: 毎月数十万枚の受注票を手作業入力 

      ダイレクト入力の難解さ、システムレスポンスの悪さ、 

      複数業務のマルチ受電、受注項目の複雑さ  etc... 

 

効率化：受注票のOCR読み取り→人によるチェック→RPA入力 

 

コストの考え方 
 現状の入力作業 ＞（OCR導入＋RPA導入＋チェックおよび一部入力作業） 
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ケーススタディ① 入力業務の効率化 
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PoC結果 

 

OCR：受注帳票の改善 

     オペレーターが使いやすい、記入しやすいことが前提。 

     OCRの「読みやすい」とは相反関係。 

 

RPA：シナリオ作成 

     ITスキル必要？商品によって必要設定スキルに違い。 

     RPAをトラブルなく動かすには既存システムチューニング必要。 

 

管理：誰が責任者？システム？オペレーション現場？ 
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ケーススタディ① 入力業務の効率化 
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ケーススタディ② データ移行業務の効率化 
JPSさん 

システムマイグレーションにおけるデータ移行へのRPA活用 

【背景】 
旧システムから新システムへのシステムマイグレーションを計画。 
新システム環境は整う見通しはたったものの、データ移行を行うための 
プログラムを開発するエンジニアが不足。 
この影響によりリリース納期に間に合わない可能性が発生。 

RPAを活用した新システムへの入力により 
データ移行を実行 
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ケーススタディ② データ移行業務の効率化 

【実施ステップ】 

移行データ項目定義 

新システム入力手順策定 

RPA読込用データテーブル策定 

RPA設定 

取込用元データ作成 

入力テスト 

RPAデータ投入実行 

■RPA入力ロジック基本設定 
・元データ読み取り設定 
・直接入力フィールドへの入力設定 
・ポップアップ、プルダウン等への入力設定 

 
■メッセージ対応設定 
・デフォルトメッセージ対応 
・エラーメッセージ対応  

 
■タイミング調整 
・新システムのレスポンススピードに合わせた 

 遷移時間等の調整        など 
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JPSさん 
【実施にあたってのポイント】 

①入力手順・ルールの標準化・精緻化 
 
②RPA側の設定対応と元データ側の加工対応のバランス 
 
③データ投入開始までのスケジューリング 

RPAがデータ投入時に停止しないためには 
事前対応がその成否を分ける 

ケーススタディ② データ移行業務の効率化 
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まとめ 
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